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2007 年  10 月  01 日  

熊野の旅 松 防風林 営林署   

 日本の海岸を表す言葉に、『白砂青松』というのがあります。 
 日本人にとってゆるやかに広がる砂浜と防風林の松林、その前に広がる青い海が海

岸の理想像なのでしょう。 
 事実、昔の日本の海岸はそうした光景が当たり前だったのです。 
 営々として地元の人たちによって守られてきた松林がその風景を作り上げたので

すが、戦後になり輸入パルプ材に付いて来たと言われる『松くい虫』の媒体する『線

虫』によって急速に松は枯れて行き、日本の海岸から『白砂青松』は消えて行きまし

た。 
 砂の方も全国の山間部に作られたダムのためにやせ衰えて居ます。 
 今では、『白砂青松』の代わりに『テトラ・堤防』と言うコンクリートむき出しの

海岸が増えています。 

 
 この、『松』と言う植物は人為的に育て上げなければ松林にはならないようです。

勝手に生えてきて他の植物を押しつぶして松だけの林を作ることは無いようです。 
 痩せ地でも、乾燥地でも、塩気の来る所でも生き延び、高く育ち、寿命も長いので

防風林にはむいて居ます。それだから、全国各地で防風林として育てられてきたので

しょう。 
 今、七里御浜では松の大木は数えるほどしかありません。事実上、壊滅しています。 
 ここの松が枯れ始めたのは全国でも一番早い方に入ります。 
 新宮、鵜殿にパルプ工場があり、輸入パルプ材が貨車で膨大に運び込まれたことと、

気候温暖で松くい虫にとっては住みよい場所だったのが被害が早くから広がった要

因でしょうね。 
 私が子供の頃、多分、昭和３０年代には松の植林が始まっています。 
 松林が切れていた『井田舞子』に大量の松が植えられたのが大規模植林の始まりで

しょう。 
 ぎっしり植えられた松は将来きれいな松林になると期待されたものです。 
 場所は今の。紀宝町の道の駅・『海がめ公園』の周辺です。 
 すでに、５０年ほどになってきているのでしょうが、松林にはなっていません。 
 事業主体は営林署だったはずですが、育林に関しては江戸時代の奉行所の人たちよ

りヘタだったようです。 
 植えっぱなし、人も通れないような蜜植状態で放置したので育つものも育たなかっ

たようです。 
 これ以降も、松林の枯れ込みが激しくなってからは、枯れた松の伐採と、植林は続

いてきました。 
 しかし、木を切って金にして配分することの好きな「木喰い虫」のお役所では…お

まけに、赤字赤字の連続で管理はまともにされませんから、松林の再生は出来ていま

せん。 

 
 松と言う植物はものすごく強そうでも実際は結構気ままの植物のようです。 



 適当な間隔をあけてもらい、下回りには他のややこしい植物が生えるのを嫌い、下

の地面もやたら落ち葉が積もってベチョベチョするのは嫌いなのだそうです。 
 普通の植物、樹木なら好きなはずの腐葉土たっぷりの場所は嫌いなのだそうです。 
 全国の松林の樹勢が落ちたのは、プロパンガスなどの普及期と一致するという学者

が居ます。 
 昔は民家の近くの松林はかまどで火を起こす時に使う「しば」として松葉がかき集

めて持ち出され、それとともに、地元の人が松林に生えてくる余分な雑木などの下生

えを退治していたから、松林が保たれていたのだそうです。 
 「しば」の需要の低下と住民に対し、一木一草たりとも取らさない、枯れ枝でさえ

拾わせない、立ち入りさえ禁止する営林署の体質、管理方法が松林消滅に拍車を掛け

たようです。 

 
 七里御浜は見事なまでの松林から、見事なまでの温帯性のジャングルへと変身を遂

げています。それはそれなりにきれいな物です。 
 松の代わりにくすのきなどが大きく育って、防風林としての役目も少しは果たして

います。 
 低い高さの潮風だったら、外に堤防が出来たことと、真っ暗に茂ったいまの密林の

方が防いでいるかもしれませんね。 
 松林と言うものは、足元の方でも風通しの良いものですからね。 
 松くい虫・線虫に対する耐性のある松が確立するまでは、樹齢が３０年ほどになっ

てくると枯れ始めてしまい、効きもしない消毒をする今の松の育て方をするなら、原

生林に近いままの方が良いのかもしれませんね。 

 
 毎年７月頃、松原は消毒液のにおいがむんむんとし、立ち入り禁止になっています。 
 消毒を始めて２０年を越しますが、松枯れは止まりませんでしたね。でも、決めら



れたことは粛々として追行するのが仕事だと心得ているようです。 
 数えたことも無いのですが、『七里御浜』20Km ほどの間に高くそびえる松は一体

何本あるのでしょうかね。 
 カメラは  ヤシカフレックス D 
Tags:熊野市 七里御浜 クラシックカメラ        by je2luz | 2007-10-01 11:25 

 

 

 

 

2007 年  10 月  02 日  

熊野の旅 行って来ましたが・・・お綱賭け神事  

 予定通りに行って来ました。 
 朝起きるともう一つはっきりしない天気でしたが、青空と雲が交互にある程度なの

で、９時半過ぎに車を出し、花の窟のすぐそばの国道のパーキングに車を止めて待機

しました。 
 この祭りは世界遺産になってからはよく報道されますが、地元口有馬の氏神様と言

うわけではないので、地元がこぞって集まると言う性格のものではありません。 
 結構遠くにも信者？が居るらしく『顕彰会』みたいな形で、団体でお参りに来る人

たちが居ます。 
 今日の綱の引っ張り手は７・８０人でしょうか・・・ 引っ張らないで神社の敷地

に残っている人を合わせれば２・３００人はいたのでしょうかね。 
 曇ったり腫れたりしながらも、神事は無事に済みました。 
 終わって帰ってきてからはどんより曇ってきました。 
 これだけ暗くなってくると、今日のような被写体はつらいです。 
 前景からバックまでの差が大きいのでうんと絞り込みたいし…天気が良くないと

スチール写真はつらいですね。 
 動く映像はパンすることでカバーするので楽なのですがね。 
 綱掛けをやっている時間にはほぼ天気だったので幸いでした。 

 
 行って来たのですが、着いて見たらトランクの中にはデジタルカメラが入っていま

せんでした。 
 家まで帰っても３分ほどなのですが、面倒なのでデジタルカメラ無しになりました。 
 つまり…映像による速報はできないと言うことです。 
 ３５mm の方はフィルムが終わったので今日中に現像する予定です。メインのスピ

グラの方は鈍重なカメラでのスナップなので枚数が撮れず、モノクロとカラーを合わ

せても７枚ほどしかとって居ません。 
 今週末の木本祭りの撮影が終わってからの現像になりそうです。 
 まあ、しばらくお待ちください。 
 写真は今日は張り替えたお綱ではありません。 



 
Tags:熊野市 世界遺産 花の窟          by je2luz | 2007-10-02 12:31 | 

 

 

 

 

2007 年  10 月  03 日  

熊野の旅 花の窟神社 お綱掛け神事 1  

 



 昨日１０月２日、恒例の花の窟・お綱掛け神事が行われました。 
 晴れたり曇ったりでしたが無事に終わりました。 
 この祭りはご神体である 70ｍほどの高さの岩の崖っぷちに出て作業しなくてはな

らないので、天気が固まっていないと怖いものです。 
 『日本最古の神社』と言われている『花の窟神社』ですが、さすがに『最古』と言

われるだけに『古代信仰』らしく、社殿も何も無い神社です。 
 元々は『古事記』によると。火の神を生んだ母親が、その火に焼き殺されたとか言

う神話で、その遺体をここに葬ったと言うことですから、『お墓』ですね。 
 今なら、遺体を葬るなら岩山の根元になるのでしょうが、大波の時なら波に洗われ

るこの場所は適さないでしょう。お墓はこのご神体の岩の上辺りだったようです。大

層な穴を掘ったり出来ない地形なのですが、神代のことですから良くわかりません。 

 

 

 お祭りの方も大層な神社があるわけでもなし、氏神様と言うわけでもないので割り



とこじんまりしたものです。 

 
 神社としての格が高いのか、その辺の神職が集まっています。 
 お祭りと言うと、朝から賑やかな笛や太鼓が鳴り響いて…と言うイメージを持って

おられる方も多いでしょうが、ここのお祭りは実に静かに開始を待ち、神職や奉仕員

の人、役員の人、奉納の舞を舞う舞姫たちが静かに神域に入るところから始まります。

そのときにも、鳴り物などありません。 
 神主さんの開始宣言の後、作法どおりにお払いやお供え、祝詞などがあり、その後

に、テレビなどで放映される、花の窟らしい、この祭りの名前にもなっている『お綱

掛け』が始まるのです。 

 
 このご神体を祀る場所の神域的なところは非常に狭い空き地です。そんなに沢山の

人は入れません。 
 よくしたもので、この場所には入れるくらいしか参列者は押しかけてきません。 
 テレビ報道陣のどでかいビデオカメラを持った何社かの軍団と新聞社、浦安の舞を

舞う女の子の関係者のホームビデオを持った親御さん辺りがいい場所に陣取ってい

ます。 
 社殿が無いので一連のことは上空の開けた空き地で行われるのが取材陣にはあり

がたいことです。 
 格式のある神社の神事などは奥まった社殿で行われて、取材もままならないことが

多いのですがここはお天道様の下ですから・・・ 
    －－続くーー 

 

Tags:熊野市 世界遺産 モノクロ            by je2luz | 2007-10-03 11:49 



2007 年  10 月  04 日  

熊野の旅 花の窟神社 お綱掛け神事 2  

 安全祈願が終わると、白装束の男衆が６人ですか…神社を出て岩山の裏手から登り

にかかります。 
 この山は高校時代に登ったことがあります。きちんとした道と言うわけではなかっ

たと思いますが、急斜面でも若いときならすっと登れる物です。 

 
 ご神体の天辺にでたら、そこでもお払いを受け、崖っぷちからロープを投げ落とし

ます。 
 事実上、垂直に立った岩ですからロープは引っかからずに下まで落ちてきます。 
 そのロープに藁で作って菊の花などで飾りをつけた『お綱』の端をくくりつけ引っ

張りあげます。 
 きつく打ち込んだ縄では無いのですが、垂直に 70ｍほど引き上げるので６人の男

衆が必要なのでしょう。 
 その『お綱』が上でくくりつけられて固定されてからが、参拝者の出番です。 

 
 神社敷地の林を抜けると国道４２号線です。それをとりあえず通行止めにして綱を

七里御浜に引っ張り出します。 
 一枚目の写真の背景の岩の天辺から下ろした綱を中央左にそびえるコンクリート

柱の頭に掛けるのですが、クレーンとかを使わず、綱を引っ張ってうまく載せるので



す。 
 今は無粋なコンクリート柱になっていますが、かつては松の巨木の枝に掛けていた

のです。作法は同じですが、出来上がってからはなんとも情けない形になってしまい

ました。これも、松くい虫の被害です。代わりに育てている松はとてもお綱を掛ける

ほどのものにはなっていません。巨木になる前に又松くい虫で枯れるのでしょうね。 
 二枚目の写真は、まっすぐ浜に出た『お綱』を参拝者一同で引っ張っている所です。 
 とりあえずテンションを掛けて空中に浮かせてしまい、国道の通行止めを解除しま

す。 

 

 あまり重くない綱なので堤防の上で竹ざおを使って支えておけばトラックやバス

でも通過できる高さを確保できます。 
 このように大勢が行列する姿は、この祭りが何時頃始まったのか知りませんが、大

昔の光景と変わらないのでしょうね。遠くから見れば着ているものも良くわかりませ

んしね。 
 ところで大勢と言ってもこの程度なのです。 
 平日ですから子供が集まってくることも無いですからね。 
 日本最古の神社で世界遺産にもなろうかと言う有名な神社の大きな神事でも、観光

客で埋まることはありません。偶然行き当たった熊野古道歩きの人もほんのちらほら

です。 
 祭りにつき物の露天商も並んでいません。 地味と言えば地味な物です。 
 『祭り』ではなく『神事』なのですから、この方が良いのかもしれません。 
     －－－続くーーー 
Tags:熊野市 世界遺産 モノクロ            by je2luz | 2007-10-04 11:40 



2007 年  10 月  05 日  

熊野の旅 花の窟神社 お綱掛け神事 ３  

 花の窟神社のご神体は大きな岩山ですが、古事記の神話によるとここはお墓だそう

ですから、普通の神社と少し趣が違います。 
 時代が下ると権力者の墓は古墳などになり純然たるお墓になっています。 
 まあ、死んだのが天皇とかではなく神様ですから別格なのでしょうね。ここは神社

になっています。 
 そして、『お綱掛け神事』で張りかえられている『綱』は神域など結界を示す『し

め縄』とは趣が違います。 
 形は荒縄を三本ほど合わせたものです。途中に同じように藁で作った飾りがぶら下

がっています。観光客の方が見上げる『綱』についている飾りはこれです。少し変わ

ったしめ縄に見えます。 
 しかし、「お綱掛け神事」当日に張り渡される時には、この『綱』に菊の花などの

きれいな花が一杯差し込まれて装飾されます。明らかに『しめ縄』ではないですね。 
 墓所から下ろされた綱をみんなで引っ張って、松の枝にかけ、松の根元に縛って地

上と結ぶのです。 
 崖の上に居るはずの神様が地上に降りてくる『花道』を掛けている感じですね。 

 

 『綱賭け』自体も自由参加で大層な白い衣装や法被など要りません。普段着で参加

できます。 
 この綱に触れると『ご利益』があるとかいわれています。  
 神様と直かに結ばれている綱を引っ張っているのですからね。 

 
 このように空中に高く持ち上がった状態で、綱を掛けるコンクリート柱の方向に移

動し、『もうちょい左・新宮方向』とか『もうちょい右・木本方向』と調整して引っ

掛けますが、風さえなければみんなから見えているので割とスムーズに掛かります。 

 



 
 堤防に上で合図をする人は居るのですが、声は届きませんので手の合図が主になり

ます。どちらかと言うと引っ張り手の自主判断が大きい感じです。 
 綱を掛け終えたら、もう一度国道４２号線をほんの少しだけ通行遮断して綱の尻を

境内に戻しくくりつけるために作られた短い柱に巻きつけて止めます。 

 
 『お綱掛け神事』自体はこれにて終了になり、この後は、神域で、初日の写真に出

ていた女の子たちの『浦安の舞』の奉納などが行われます。 
 社殿も無く、常駐の神主さんも居ないのですから。当然『巫女』さんは居ません。



だから、奉納の舞は小学生によって舞われます。この年代の乙女が本来の『巫女さん』

の姿なのでしょうね。 

 
Tags:熊野市 世界遺産 モノクロ            by je2luz | 2007-10-05 11:15 | 

 

 

 

 

2007 年  10 月  06 日  

熊野の旅 秋空のもと  

 長かった今年の夏も、どうやらみこしを上げて秋と入れ替わってくれそうな気配で

す。 
 朝夕は少し肌寒いくらいになって来ています。 
 例によって、秋の運動会があちこちで行われるようです。 
 子供の極端な減少で、運動会が運動会にならない学校が一杯増えてきました。 
 一学年数人とか、飛び飛びにしか生徒が居ないとかではプログラムが埋まりません。 
 元々田舎の学校では、地域ぐるみの運動会になっていて、私が子供だった半世紀前

頃には、青年団の地域別リレーなんてのもあったものです。婦人会の踊りとか、おじ

いちゃんおばあちゃんの出場枠もあり、校区内の人がこぞって学校に集まったもので

す。 
 その頃には子供の数が多かったので、運動会のプログラムが一杯でした。 
 さらに、稲の借り入れが遅かったので運動会も１０月後半になり日の暮れるのも早

かったので、お仕舞いの校長先生の挨拶などは暗くなっていたものでした。 
 近年は山間部の学校の運動会を見に行ったことは無いのですが、私の母校の『小阪

小学校』も。全校生徒で２０人くらいでしょうから、運動会の形になるのでしょうか？ 
 二日の日に『木本小学校』の運動会が行われていました。 

 
 かつて、１５００人ほどの児童が在籍したこの学校も、今では百数十名です。かつ



ての一学年分ほどなのです。 

 
 立錐の余地も無いほど人の居た運動場もまるでがら空き、児童も父兄も用意された

テントの下で見物できる状態でした。 
 運動会の日に、児童がテントの下の日陰で応援しているなんて・・・ 
 過保護と言うか、不思議な光景に見えました。 
 まだ、動き回ると汗の出るくらいですが、木陰に座ると寒いくらいです。 
 まさにハイキングのシーズンです。 
 日が短くなったとは言え、冬に比べれば行動できる時間もたくさんあります。 
 その割りに、古道歩きの人を見かけませんね。 
 平安・鎌倉とかの話なのでしょうが『蟻の熊野詣』と言われるほど行列して参拝者

が歩いたとか・・・ 
 古い時代は、それも三重県側ではなく和歌山県側なのですがね。 
 それにしても、少ないです。 
Tags:熊野市 世界遺産 モノクロ   小坂小学校    by je2luz | 2007-10-06 09:40 

 

 

 

 

2007 年  10 月  07 日  

熊野の旅 木本祭り 1 宵宮 新出町  

 昨夜は木本神社秋祭りの宵宮でした。『宵宮』は『よみや』と呼んでいます。 
 今日は本祭りで、そろそろ一番前を進む新出町の『山車』が出発して行くはずです。 
 宵宮と本祭りにはほとんど違いがありません。 
 木本町内の役町の新出町・井筒町・栄町・新田から脱脂物が出て木本神社まで町内

を行進します。木本神社で休憩後今年は新しく石畳になった本町通りを通って各町内

に帰ってゆくのです。 
 本祭りと違うのは、神社直属のお神輿が出ません。 
 ここのお神輿も、神様が町内を巡行するもので、絡み腰ではないので宵宮には出て

きません。 
 先頭で先導する役の新出町の山車、だんじりです。 
 これも子供が引っ張るはずのものですが、驚いたことに昨夜は大人が引いていまし

た。 
 集まった子供は数名だけ・・・ 
 大人が引かなければ動きません。 
 私も町内ですから、『カメラマンしとらんと引っ張ってえ…』と言われました。 
 いま、本祭りの新出町の山車が通ってゆくのが聞こえていました。 
 本祭りでは果たして子供の力で引っ張れているのかどうか… 
 ここで中断して、祭りの撮影に出かけます。 

 



 
Tags:熊野市 石畳 モノクロ             by je2luz | 2007-10-07 09:50 

 

 

 

2007 年  10 月  08 日  

熊野の旅 木本祭り ２ 宵宮 井筒町  

 木本祭りの出し物は木本神社の神輿を除いてほとんどが子供が主役のものです。 
 その主役の子供たちが激減しているので、これからどうするのか心配です。 
 子供が本当に主役なのは、『井筒町子供神輿』『栄町よいや』『新田太鼓』『親地町六

歩行列』ですね。その中でも子供神輿や新田太鼓、六方は主役級の子供がどっさり要

る出し物です。大人は付添い人です。 
 『新出町だんじり』は引き手が子供たちで、だんじりに乗って伊勢音頭を歌ったり

する主役は大人です。私の町内なのですが、子供にあまり参加意識が生まれない形態

です。おまけに、この町内はものすごく狭い範囲なので昔から家が少なく子供も少な

い所です。今では、宵宮とかに出てきて引っ張ってくれる年齢の子供は数名しか居ま

せん。宵宮ではよその出し物の無い町内から集まってくる子供もほとんど無いのでと

うとう大人が引くようになってしまいました。 
 今日の写真にある、隣の町内の『井筒町子供神輿』は範囲も広いので少し子供の数

も多いです。それに、子供を確保しないと神輿が持ち上がりません。この町内に縁の

ある近隣郊外在住の人の親たちも子供をつれて参加してきます。 



 

 

 

 神輿も最初の頃のものよりうんと立派になったような気がします。小学校中・高学

年の子供ははっぴを着て嬉しそうに神輿を担いでいます。それより小さい子達は太鼓



を積んだ車を引っ張って付いてゆきます。『はやくかつぎたいなあ…』と、多分あこ

がれているのかと思います。予備軍が育っていると言うことです。 
 子供を使って祭りをやるなら、やっぱり、子供が小さな頃から『やりたいなあ…』

と、思うようにしないといけませんね。今の子は退屈するのが嫌いですから、ただ、

綱を引っ張って労力を提供し、大人たちが酒を飲んでいるのをだまって待ち続ける時

代ではないですからね。最後にもらえるのが一袋の駄菓子では… 
 まあ、それ以前に子供が居なくなってきているし、大人も年をとってきていること

の方が致命傷でしょうね。 

 
Tags:熊野市 クラシックカメラ モノクロ        by je2luz | 2007-10-08 11:01  

 

 

 

 

2007 年  10 月  09 日  

熊野の旅 木本祭り ３ 宵宮 栄町 よいや  

 木本祭りの出し物の中で、『宵宮・よみや』と本祭りで様相の違う出し物が『よい

や』です。 

 
 この『よいや』は、栄町著言われる町内の出し物です、 
 栄町は商店街の『記念通り』の半分以上を占める町内です。 
 『よいや』はこの出し物に乗る子供たちが太鼓をたたきながら掛ける掛け声なので



す。 
 この台車に乗っている『輿』に四人の子供が載り、太鼓を叩きます。 
 『どん・どん・どん・どん・ど』と最後は撥で太鼓を押さえ込みます。そして、撥

を差し上げて立ち上がりながら、『よーいや』と掛け声を掛けます。 
 主役はこの四人の子供です。これは男の子の役です。 
 この『よいや』を引っ張る脇役も夜宮の時は子供たちです。大人たちは介添え人黒

子です。 

 

 出発時間の前から綱のところに集まってじっと待っています。 
 『栄町』も広い町内になるのですが、ここも旧町内で若い人は減っています。ここ

で育った人もほとんどは都会に流出しています。残った人も木本町内ではなく郊外に

家を構えていることが多いのですが、祭りになると集まってくるので、まだ子供の数

はそこそこ居ます。 

 
 ただ、居るように見えても『そこそこ』なのです。 
 昭和２０年代３０年代の頃だと、町内の子供だけでも綱の場所争いが生じるくらい

だったのです。他所の町内の子が綱を引くなんて中々出来なかったものなのですが… 



 こうして引っ張って町内を一回りして、元のところに戻って『よみや』が終わりま

す。 
 改めて木本町内を夜に歩いてみると、『記念通り』と『本町通り』はそこそこ明る

いのですが、他の道は真っ暗に近いのですね。 
Tags:熊野市 昭和 モノクロ             by je2luz | 2007-10-09 10:47 

 

 

 

 

2007 年  10 月  10 日  

熊野の旅 木本祭り ４ 本祭り  

 一夜明けると本祭りです。 
 以前は本祭りの出立ちは午前８時とか早かったものですが、今は午前９時半に新出

町のだしが出発する所からスタートします。 
 木本町内を巡行し、各町内の出し物を順に合流させ、先導して木本神社に神様を迎

えに行くわけです。 
 この、木本神社に付けるのがお昼と決まっています。 
 入る時間が決まっているとなると、道中が 1Km ほどしかないのですから当然出発

時間が早いと動かないで止まっていることになります。それが、だらだらと時間のか

かる巡行の原因なのです。 

 
 ここで不思議なのは、こんなに昔から時間をもてあます巡行なら、振舞い酒の出る



場所でひたすら飲むのではなく、何かやることを発明しなかったことです。 

 
 一番先を進む新出町には『獅子舞』がありますが。神社の入り口で舞うだけで道中

では獅子頭も出していません。 
 出発時間を遅らせたので少しだけ進行が早くなっています。 

 
 お昼の神社に入った各出し物は、午後になると新出町の山車を先頭に『神輿』を間

に挟んで今度は本町通りを新出町・稲荷さんまで巡行します。 
 これは昔どおりなので、まるで動きません。これも不思議なことです。 
 動いている時の『栄町よいや』『木本神社神輿』はそこそこダイナミックなのです

が、動いている方が少ないですから… 

 

 近年では人気の出し物は『親地町』の『六方行列』で大名行列の足軽、『奴さん』

の行列を燃したものです。 
 残念ながら、紀州家の行列を燃したわけではありません。紀州公がここを通って江

戸面に登ることはありませんでしたからね。 



 
 三時ごろから順次『稲荷さん』に入りそこでおやつの休憩です。各町内は浜に出て

一休みですが、新出町はその先が無いので解散です。 
 夕方になると『神輿』は稲荷神社を出て浜に出ます。 
 浜に出たみこしは海に入り塩で清めた後、神社の方に帰ります。 

  
 神社にご神体が戻った時に号砲が鳴ります。ことしは午後１１時４０分だったと思

います。 
 時速１００m あまりでしょうか？ 
 このしんどい道中にかかると、先導する出し物も、見物人も居なくなってしまいま

す。 
 夜中に号砲がなるのを家で聞いて『祭りが終わった』のを知るのです。 
 一寸不思議な終盤ですね。  
カメラは センチュリー・グラフィック＋スーパートプコール 65ｍｍ 
Tags:熊野市 クラシックカメラ モノクロ     by je2luz | 2007-10-10 12:10  

 

 

 

 


